
2014 年３月 20 日 
各 位 

会 社 名  マックスバリュ東北株式会社 
代 表 者 名  代表取締役社長  内田和明 

（コード番号 2655 東証第 2部） 
問 合 せ 先  常務取締役 

管理統括本部長  古谷憲介 
（電話 018－847－2792） 

当社の親会社 イオン株式会社 
取締役兼代表執行役社長 岡田元也 

                              （コード番号 8267 東証第 1部） 
 

特別損失の計上及び業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、2014 年２月期において、固定資産の減損処理等により、下記のとおり特別損失を計上する

こととなりましたのでお知らせいたします。 

またこれを含めて、2013 年４月９日に公表した通期業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお

知らせいたします。 

記 

1. 特別損失の計上 

「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、当社が保有する店舗等の一部の固定資産について、  

収益性の低下等による減損の兆候が認められたため、その認識・測定を行った結果、2014 年２月

期において、固定資産の減損損失 581 百万円を特別損失として計上し、特別損失を合計で 636 百

万円計上いたしました。 
 

2. 2014 年２月期通期個別業績予想数値の修正(2013 年３月１日～2014 年２月 28 日） 

 営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益 1 株 当 た り 当 期 純 利 益

前回発表予想 (A) 
百万円

98,000

  百万円 

  1,200 

百万円

  1,100

百万円 

700 

  円  銭 

     37  05 

今回発表実績 (B) 98,000 440 500       △560   △31  98 

増 減 額 (B-A) 0  △ 760 △ 600 △1,260   

増 減 率 (%) 0.0 △63.3 △54.5 △180.0      

(ご参考)前期実績 

(2013 年２月期) 95,548 

 

869 976

 

    662 35 04 

 ※決算期変更のため、前期実績は 2012 年２月 21 日から 2013 年２月 28 日までの数値です。 
 

3. 修正の理由 

2014 年２月期の業績については、個人消費の停滞が長期化し競合各社との価格競争や業種・業

態を超えた競争が激化するなど厳しい状況の中、新潟県内への初めての進出やディスカウント業

態店舗の強化などの施策を進めた結果、営業収益は当初予想を達成する見通しとなりました。 

一方、売上総利益率は前年並みを確保できる見込みですが、経費面では電気料金の値上げによ

る水道光熱費の増加や大型改装など積極的な投資コストの発生などがあった結果、営業利益及び

経常利益はそれぞれ当初予想を下回り 440 百万円、500 百万円となる見通しです。 

また当期純利益は、今回特別損失を計上することにより、当初予想を下回り△560 百万円になる

見通しとなりました。 
 
※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際

の実績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。 

以 上 


